






持続可能な社会をめざす環境対応ENVIRONMENT

環境保護活動

地球温暖化対策

循環型社会への貢献 自然共生社会に寄与

当社は、CO₂排出量削減目標を2013年度比で2030年度46%以上の削減に向け、プロジェクト
活動を推進中です。その結果、2024年度は原単位目標44.7に対し実績39.0で2013年度比
36.8%減の大幅削減を達成しています。

当社は、3R（Reduce・Reuse・Recycle）を活動の中心として廃棄物の削減とリサイクルを推進
しています。生産時の材料ロス（スクラップ廃棄）の極小化や歩留り向上などの取り組みにより
2023年度以降、産業廃棄物の100%リサイクル化を継続しています。

当社は森を守り、海を守る活動
を積極的に実施しています。下
條工場敷地内の森林を整備す
る里山保護活動や、高浜工場・
高浜第2工場が隣接する矢作
川水系の保全を目的とした厳し
い協定の遵守など、自然環境の
保護を推進しています。
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CO2原単位
削減率 36.8%減

（2013年度比）

CO2排出量 6.5%減
（2013年度比）
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リサイクル率 100%
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環境マネジメントシステム
当社では、すべての拠点で持続可能な循環型社会の実現のためISO14001の認証を取得していま
す。全工場統一した組織活動と個々の環境意識向上活動を軸に環境負荷低減に取り組んでいます。

環境方針カード 環境マネジメントシステムのPDCAサイクル

衣浦湾に臨む高浜第2工場 里山保護活動を展開する下條工場
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【環境保護への取り組み】
地球温暖化、自然環境の劣化・減少が加速するなか、当社は脱炭素社会の実現に向け、環境マネジ
メントシステムを実践し限りある資源の有効活用と環境負荷のミニマム化をめざした事業活動を推
進しています。
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サステナブルな未来に貢献する当社のイノベーションENVIRONMENT

次世代に向けたモビリティへの製品提供

❷❷❶❶

❸❸

❹❹

電動化によるカーボンニュートラルに寄与する製品

快適空間への挑戦

❶�リアクトル：バッテリ電圧を昇圧し、燃費を向上させます

❷�バスバー：モーターを駆動させるために大電流を流す配線です

高難易度の部材を世界初の特許工法「TACモールド」で一体成型し、量産することに成功
しました。一体成型することでPHEV、HEVなどの燃費向上に貢献しています。更に製造ライ
ンの加熱工程を廃止し、カーボンニュートラルに貢献しています。

省スペース配線が必要なため、高い製品精度が必要ですが、CAE解析を駆使し高精度製
品を量産化しました。バスバーを一体成型することで省スペース化できHEV、PHEV、BEVな
どの軽量化に貢献しています。

HEVの黎明期から電動化に関わってきた当社は、PHEV、FCV、BEVと様々な環
境車へCAE解析による最適化や独自成形技術を用いた高品質の製品を供給し
ています。
また、製造工程においてもCO₂低減を意識した工法開発を進めており開発から
生産までトータルでカーボンニュートラルに貢献しています。

❸�ドアオープニングシール：静粛性にこだわり、部品の発するわず
かな音まで消音

❹�インナーウェザーストリップ：環境に配慮し、材料ロスを最大限抑
えて生産

ドアと接触しているシール部品は、走行時の車体振動等によるドアとの擦れ異音が課題でし
た。当社はシール用シリコーンを新開発し、ドア接触部に塗布することで消音/高耐久を実
現、快適な車内空間に貢献しています。

生産立ち上げ時などに排出される樹脂を自社粉砕し、リサイクル材料として原材料の一部に
採用しています。新たな環境課題へ積極的に対応しつつ、機能性を確保した次世代モビリ
ティへの部品を提供しています。

自動車の電動化が進む中、エンジンノイズに変わり、ロードノイズなどへの対策が
移動空間としての次世代モビリティに求められてきます。当社では静粛性や新た
な環境課題も取り込んだ次世代モビリティへの開発にチャレンジしています。

設計部　丹後 友博さん

私の
六方よし宣言 未来よし

【ニーズを先取り、オンリーワン技術で未来のモビリティに貢献】
当社は、次世代モビリティの実現に向け、六方よし経営のひとつ「未来よし」で貢献します。オンリーワン技術による高機能製品を
お客さまに供給し、クリーンで快適なモビリティ社会を目指します。
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特集03

 Ｓ 社会　ワークライフバランス

●全社平均残業時間

●全社平均有給休暇取得日数

勤怠管理システムを導入し労働時間の見える化を実施。管理者が常に適正な労働時間
を把握することで業務の平準化を行い、ワークライフバランスを推進できる環境づくりを
行っています。

社員の心身の健康維持を目的として、計画的な休暇取得の環境づくりを整備しています。
安全衛生委員会で取得状況報告を行うなど休暇を取得しやすいよう働きかけを行ってい
ます。

22.5時間/月

15.0日/年

（時間／月）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
0

10

20

30

22.519.2
23.8

17.4

当社は、TKG（東海興業グループ10社）全体でモビリティサプライヤーのリーディングカンパニーを目指しています。グループ会社も当社と
同じく社会・環境・ガバナンスを柱にサステナブル経営を推進しています。

グループ企業のサステナブル経営

東海興業精機株式会社

有限会社物流センター

タカラ化成工業株式会社

成和工業株式会社

アド株式会社

化成工業株式会社

東亜ゴム工業株式会社

東海興業九州株式 会社

株式会社富士

東海興業精機株式会社

有限会社物流センター

タカラ化成工業株式会社

成和工業株式会社

アド株式会社

化成工業株式会社

東亜ゴム工業株式会社

東海興業九州株式 会社

株式会社富士

（2024年度）

（2024年度）

（日／年）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
0

10

20

15.013.7 15.915.0

●全社平均残業時間

●全社平均有給休暇取得日数

自社開発した勤怠管理システムを運用し、急な生産変動でも従業員の負荷なく柔軟な
対応が出来ています。働き方改革は従業員アンケートの結果からテーマをあげて推進して
います。

計画的に有休を取得できる勤怠管理システムを導入しました。これにより、有休取得率を可
視化し従業員の希望に応じた有休取得ができる環境づくりをしています。

31.5時間/月

12.8日/年

（時間／月）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
0

10

20

30

40

31.5
25.3 27.2

18.4

（2024年度）

（2024年度）

（日／年）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
0

10

20

12.813.7 13.715.1
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 G  ガバナンス　リスクマネジメント
●情報セキュリティ ●情報セキュリティ●品質至上主義 ●ISOマネジメントシステム

サイバー攻撃に備え、情報管理システム
の強化を実施しています。また、ランサム
ウェアなどの脅威に対し従業員への教育
や訓練もレベルを上げて実施し対応力強
化に努めています。

情報漏えいのリスクが高まっている中、情
報セキュリティの社内教育や標的型メー
ル訓練、サイバーセキュリティセミナーなど
組織全体で意識向上を図っています。

品質方針カードを作成し、ステークホル
ダーへの情報開示を行っています。「品質
至上主義」の方針をすべての従業員が理
解し実践することでお客さま満足度向上
を推進しています。

当社は品質と環境の国際標準の認証
（ISO）を取得しています。PDCAサイクル
をスパイラルアップさせ、毎年レベルアップ
をはかり、ステークホルダーに求められ続
ける企業を目指しています。

97.0 %達成

自動車産業※

セキュリティチェックシート
（LV1＋2）

95.3%達成

自動車産業
セキュリティチェックシート
（LV1＋2）

 E  環境　地球温暖化対策
●CO₂削減 ●CO₂削減●サーキュラーエコノミー ●サーキュラーエコノミー
照明のLED化、電動フォークリフトへの切替
も完了しCO₂排出削減の成果が出ていま
す。今後はDXによるシステム導入でペーパー
レスなどさらなる省エネ活動を推進していき
ます。

2024年に続きSOSEI工法による屋根の断熱
コーティングエリアを拡大し、電力を使わず工
場内の気温を５℃下げることができました。
カーボンニュートラル会議では常に新しい情
報に着目し、積極的に取り組んでいます。

ゴム廃材を細かく破砕して人工芝の補填
材や陸上競技トラック下地等、新たな製
品の材料として有効活用することで廃棄
物削減と持続可能な社会づくりに貢献し
ています。

材質が異なる樹脂を組み合わせた自動車
部品の廃材を、100％再利用した製品開
発に成功しました。サーキュラーエコノミー
を通じて、次世代モビリティの開発に貢献
していきます。

53.9%減
CO₂原単位
削減率

0

20

40

60

80

2013年 2024年

71.2

45.2
53.2 47.2 45.1

(tCO₂/生産高)

2021年 2022年 2023年
（基準年）

0

30

60

90

120

150

2013年 2024年

127.1

(tCO₂/生産高)

71.5 71.866.9 58.6

2021年 2022年 2023年
（基準年）

36.7%減
CO₂原単位
削減率

（2013年比） （2013年比）
東海興業精機株式会社

有限会社物流センター

タカラ化成工業株式会社

成和工業株式会社

アド株式会社

化成工業株式会社

東亜ゴム工業株式会社

東海興業九州株式 会社

株式会社富士

東海興業精機株式会社

有限会社物流センター

タカラ化成工業株式会社

成和工業株式会社

アド株式会社

化成工業株式会社

東亜ゴム工業株式会社

東海興業九州株式 会社

株式会社富士

※�自動車産業全体でサイバーセキュリティリスク
に対処することを目的に策定された自己評価
制度

ゴム廃材を利用した競技トラック

品質方針カード ISO9001/14001登録証

ピラーカバー 廃材

再生原材料製品使用

（2025年11月現在） （2025年11月現在）
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持続可能な企業づくりを推進GOVERNANCE

【サステナブル企業づくりにおける責任】
企業のコンプライアンス遵守がより一層求められている昨今、当社では従業員が自主性をもってコンプライアンスを守る風土
を醸成させるため、法令遵守にとどまらず一歩踏み込んだ活動を推進しています。

コンプライアンス

コンプライアンス推進体制 コンプライアンス相談窓口
当社は従業員のコンプライア
ンス遵守のため、各部門から
なる委員会を設置しています。
サステナビリティ推進部が、関
連するコンプライアンスの規
定、教育、監査を運営実施し
ています。

当社は各部門からなるコンプライアンス
委員会を設置し運営するとともに、業務
上のコンプライアンス対応に関する従業
員からの相談のため、公益通報者保護
法を遵守した社内・社外コンプライアン
ス相談窓口を設置しています。

倫理行動の周知徹底
従業員の倫理的かつ規律ある行動推
進のため、社会的良識に従った行動規
範を網羅した「東海興業倫理行動規範
ハンドブック」を配布し、常に携帯するこ
とで、倫理行動の浸透を促しています。

法令遵守、企業倫理、モラル向上などあらゆる活動を推進

コンプライアンス対策本部メンバー

事務局

相談窓口

調査

確認

受付

相談者

コンプライアンス相談フロー

倫理行動規範ハンドブック

Honda Supplier Award 2025受賞　
優良感謝賞 サステナビリティ部門

300社を超えるサプライヤーの中からESGの各領域にお
ける取り組みが高く評価されたサプライヤーに贈られるも
ので、2025年4月17日、大府本社にて本田技研工業さま
よりトロフィーの贈呈が行われました。

Topics

従業員のリテラシー向上
全従業員を対象としたCSR
教育を年2回実施しています。
2014年から開始し、今年で11
年継続しており、年々多様化す
る新たなテーマについても時
流にあわせ教育コンテンツの
充実化をはかっています。

CSR教育資料

各部門

従業員

コンプライアンス委員会

社 長

サステナビリティ推進部（コンプライアンス統括）
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品質コンプライアンスの遵守 大規模自然災害

防火

情報セキュリティ

品質マネジメントシステム

品質管理教育

当社は「品質至上主義」を品質方針とし、すべての従業員
が品質方針を理解し実践することでお客さまに満足を提
供、すなわち「買い手よし」の構築を推進しています。

大規模地震やスーパー台風など
の自然災害に備え、①人命第一
②生産復旧③地域支援の3つの
柱を基本方針とした事業継続計
画を策定し大規模災害を想定し
た初動訓練を実施しています。

火災はサプライチェーン全体へ
影響を及ぼす重大リスクと捉え、
法令点検、自主点検等の未然防
止活動の他、消防署との合同訓
練や初期消火競技会に参加、有
事に備えた活動も積極的に実施
しています。

事業活動に関わる情報資産を
重要な資産と位置づけ、機密保
護に取り組んでいます。高度化・
巧妙化するサイバー攻撃に対し、
ハード対策と規定運用強化の両
輪で活動を推進しています。

当社は2003年にISO9001取得以降、品質マネジメントシ
ステムのスパイラルアップを推進しています。2024年11月
には、自動車産業に関する国際規格IATF16949を全工
場で認証取得しました。

当社では品質の階層別教育を新入社員、若手社員、
技術系中堅社員へ行っています。特に技術部門はSQC※

専門コンサルタントを招聘し、改善指導会を実施しています。
※ �SQC（統計的品質管理）：製造過程や製品の品質を、統計的手法を用

いて管理や改善をする手法の総称

品質方針カード

品質至上主義 リスクマネジメント
六方よし経営の「買い手よし」の実現に向け徹底した品質管理により、
お客さまとの強固な信頼関係を構築

あらゆるリスクを予防、事業の継続と安定的発展を確保

複製

IATF登録証

初動訓練（安否確認）風景

SQC改善指導の成果発表会 自動車産業
セキュリティチェックシート

100%達成
（Lv1・Lv2）

消防署との合同訓練

品質保証部　長峰 善さん

私の
六方よし宣言 買い手よし
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SDGsと六方よし

SDGs 六方よし 当社の取り組み ページ

「健康経営」と「働き方改革」で
〈創造的な組織〉を実現

    
売り手よし

ワークライフバランス 12
健康リテラシー向上

13生産性向上
ワークエンゲージメント
人材育成

14
ダイバーシティ
労働安全衛生 15

サステナブルなものづくりと調達活動
   

作り手よし サプライチェーン 16

事業部の六方よしへの取り組み
       

売り手よし、買い手よし、
世間よし、作り手よし、

地球よし、未来よし
事業部の六方よしへの取り組み 17、18

文化・スポーツを通じた社会貢献
   

世間よし
バドミントンで地域に貢献

19伝統文化の保護、継承
モータースポーツへの参加

持続可能な社会をめざす環境対応
      

地球よし 環境保護活動 23

サステナブルな未来に貢献する当社のイノベーション
  

未来よし 次世代に向けたモビリティへの製品提供 24

持続可能な企業づくりを推進
  

買い手よし
コンプライアンス

27、28品質至上主義
リスクマネジメント
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ガイドライン

公正な
事業慣行

サステナブルなものづく
りと調達活動（P16）
コンプライアンス
（P27）

コミュニティ
参画

文化・スポーツを
通じた社会貢献
（P19）

人権
ダイバーシティ
（P14）

環境

持続可能な社会を
めざす環境対応
（P23）

消費者課題
次世代に向けた

モビリティへの製品提供
（P24）

労働慣行
健康経営、
働き方改革
（P11〜15）

組織統治

コンプライアンス（P27）
リスクマネジメント（P28）

当社では、「ISO26000」の中核主題をガイドとし
ながら、本業を通じてステークホルダーの期待に
応える活動を推進しています。

ISO26000

組織統治
基本理念である「新しい価値を創造して、お客様の信頼・社会への貢献・従業員の幸せ確保
を果たす」に基づき、健全かつ公平な経営体制のもと、法令遵守・企業倫理・モラル向上を柱
としたコンプライアンスとリスクマネジメントを構築し、迅速かつ適切な情報開示につとめます。

人権
国内外を問わず人権と尊厳を尊重し、いかなる差別やハラスメントも許さず、多様な価値観
を共有し組織の活性化を基本方針とします。

労働慣行
働きがいを感じられる職場環境を提供し活力のある風土を醸成させます。健康経営を取
り組みの柱とし従業員の心身のゆとり、豊かさ、学びの機会、安全安心な職場づくりを基本
方針とします。

環境
持続可能な社会、環境の実現のため環境保護への取り組みが重要であると考えます。当
社は環境マネジメントシステムISO14001に沿った活動に加え2050年のカーボンニュート
ラル達成に向けたロードマップを策定し脱炭素社会に貢献します。

公正な事業慣行
ステークホルダーに対しあらゆる法令および社会ルールの遵守をお約束します。

消費者課題
次世代に向けたモビリティ社会に貢献すべく材料から製品企画、製造を一貫して社内で管
理し高品質な製品を提供することを基本方針とします。

コミュニティ参画
当社はバドミントン実業団チームを通じて青少年健全育成や、ダカールラリーへの参画で
モータスポーツの発展に寄与することでスポーツ・文化を通じた社会貢献につとめます。

東海興業のCSR
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P-B10153

印刷インキには、生分解性に優れ、
VOC（揮発性有機化合物）が少なく、
環境に優しい原材料である「植物油
インキ」を使用しています。

紙｜責任ある森林
管理を支えています


